
平城宮大極殿後殿・若犬養門の調査

平城宮跡発掘調査部

１．大極殿後殿（第1 3 2 次）の調査

昭和53年度に大極殿( 第1 1 3次) の調査を行なったが，これに引き続き56年度は大極殿北側の

大極殿後殿とそれにとりつく回廊の調査を行なった。調査地区の北側及び東側の内裏地区は，

昭和29年以来の調査でその概要が判明しており，今回の調査で大極殿南側の開I 1 I j を除く，内

裏・大極殿地区の全容がほぼ明らかになったことになる。

調査地の土噛は，まず従来からの整備事業による盛土があり，その下に旧水田の耕土･ 床土・

奈良時代の整地土層がある。地山は黄褐色粘質土で，この地11 . 1の上に小篠混りの黄褐色ないし

灰褐色の整地土がある。盤地土下面で，前方後円墳ＳＸＯ249 ( 神明野古墳) ，奈良時代の掘立柱建

物ＳＢ１００５０とその東西にとりつく掘立柱塀ＳＡ１0048. 10049. 10051, 掘立柱建物SB10034，

盤地土上面で，大極殿SB10000とその東西にとりつく回廊ＳＣＯ102. 10010. 10090. 10100,

大極殿と後殿をつなぐ軒廊SC9144，掘立柱建物ＳＢ10030. 10009などを検出した。

下層遺構神明野古墳ＳＸＯ２４９については既に第３．６．１２．７３．１１３次の５次にわたる調査

によってその概形が明らかになっている。今同の調査では前方部及び西側周濠を検出し，墳丘

端部の築成状況，葺石の状況，墳丘西側に造り出しないことなどを確認した。周藤部は平城宮

の造営に伴い埋めたて，整地されており，その上面で奈良時代の建築遺構を検出した。

掘立柱建物ＳＢ１００５０は桁行10間，梁間２間の東西棟建物である。桁行柱間10尺( 両端間は１２

尺) ，梁行柱間10尺である。SB10050南北中仙線は上層の大極殿SB10000に一致するが，東西

中軸線は若干北へずれている。また南の第1 1 3次調査区で検出した大極殿下屑の掘立柱建物S B

9140とは南北11. 8ｍ( 40尺) を隔て，SB10050の東西妻柱列とＳＢ９１４０の東西側柱列は柱筋がそ

ろっている。ＳＢ１００５０東側にはＳＢ１００５０の北側柱列にとりつく東西方

鴛鴨撫綿鰯卿; ･ 蝋棚異ｌＬ濠

柱間10尺で，１０間分検出したが，調査区の南へさらに続くｏＳＢ１００５０西

側でもSB10050北側柱列にとりつく東西方向の掘立柱塀SA10051を２

間分検出した。おそらく東側の掘立柱塀ＳＡ1 0 0 4 8 . 1 0 0 4 9 と対称に鈎

の手に折れる塀となるのであろう。

掘立柱建物ＳＢ１００３４は，調査区の南端で検出した２間分の掘立柱列

である。柱間1 0 尺で，南北棟の北妻と考えられる。西端の柱位悩は，第

113次で検出した南北棟ＳＢ９１４１の東側柱列と，ＳＢ９１４０及びＳＢ１００５０

の南北中軸線に関して対称の位瞳にあり，このことからＳＢ９１４１と同じ

く桁行５間以上，梁間２間の南北棟に復原できる。なおＳＢ１００３４の棟
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通りは塀ＳＡ１００４８より１mi I I i へ帯っており，埋土の状況からＳＢ１００３４の方が新しい。S B

1 0 0 3 4 東端の柱抜取り穴から平城宮Ⅲの土師器杯が，妾柱抜取り穴から凝灰岩ﾊ ﾞ が出土した。

上層遺構大極殿後殿ＳＢ１００００は, 大極殿北側の東西41 . 7 5ｍ（140尺) ，南北13 . 7ｍ( １４尺）

の凝灰岩壇正稜基璽の上に建つ礎石建物である。基聴中央部の南北２カ所に残る礎石据付

痕跡から，桁行９間（1 2 9 尺) ，梁間２間（3 2 尺）の東西棟に復原できる。柱間寸法は桁行1 5 尺

( 両端間は1 2 尺) ，梁行1 6 尺である。梁行方向の柱筋は大極殿ＳＢ９１５０に一致する。基壊は整地土

上に直接基鯉土を職んで築成しており，掘込地業は行なっていない。基型北側には凝灰岩切石

で造られた雨落瀧ＳＤ１００８５がほぼ完全に残り，基壇の東西と南側には基迩外装の地覆石抜取

り痕跡がある。基埋外装は，地覆石抜取り跡の凝灰満の束石・羽ｎ石の破片から壊正積基型と

推定される。なお基壇南側の東半部では地獲石抜取り痕跡が二軍に残り（S D1 0 0 7 0 A．Ｂ) ，それ

ぞれ軒廊ＳＣ９１４４Ａ．Ｂの地役石抜収り痕跡に連続することから，後殿ＳＢ１００００の基堀外装

は軒廊のそれと一体に造られ，軒廊の拡幅に際し，後殿南側の韮晩外装も改修が行われたと考

えられる。ＳＢ１００００の北側には基型中央と東I j I i の３カ所に石階が設けられている。石階位綴

では長さ４ｍにわたって雨落満内側凸の| 脳が座くなり，瀧幅が狭くなっている。３カ所の石階

の位置はT l i I : 廊及び大極殿の石階位慨に一致する。’ ' １央石階附近で出土した三角形の羽１１石を参

考にすると，韮坑高４尺，石階３段に復原でき，石階は約４尺基醗に入り込むことになる。

大極殿と後殿をつなぐi l I I 側S C 9 1 4 4 には２時期あり，当初のS C9 1 4 4 Aは基嘘の東西幅３．８

ｍで，後にこれを拡幅し，| 陥８．２ｍのＳＣ９１４４Ｂとなる。今側の洲査区内では，基蝋上の礎石

抜取り痕跡は検出できなかった。大極殿院を区面する回廊は今、後殿の東i ﾉ L i にとりつく北回廊

ＳＣ10 0 1 0 . 1 0 0 9 0と，東同廊ＳＣＯ10 2 , 西回廊S C1 0 1 0 0の北端部を‘ 検出した。基聴幅9 . 4ｍ

( 3 1 尺) で，両側に凝灰岩切石の雨落溝を伴う。基醗外装は雨落瀧内側石を羽目石とし，上に葛

石をのせる形式である。基醐上に建つ回廊は，棟通りを雛または連子窓で仕切る陵廊で，礎石

抜取り穴の位慨から桁行柱間1 3 尺，梁行柱| A l l 0 尺に復原できる。大械殿回廊の総長は束両1 2 2
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ｍ（4 1 0 尺) ，南北8 8 ｍ（2 9 6 尺）である。

掘立柱建物ＳＢ１００３０は，調査区の南端，ＳＢ１００３４・ＳＡ１００４８に重複する位置で検出した

桁行６間，梁間２間の南北陳◎ 柱間寸法は桁行８尺，梁行８尺で，東・北・西の三面に雨落溝

をめぐらす。掘立建物ＳＢ１０００９は回廊S C 1 0 0 1 0 廃絶後にその基域東端に建てられた東西棟。

桁行３問，梁間２間で，柱間寸法は桁行７尺，梁行7 . 5 尺である。いずれも方位が振れている。

遺物遺物には瓦．土器．埴輪．凝灰岩切石片がある。軒瓦は軒丸瓦9 8 点，軒平瓦1 1 0 点で，

その６剖強を6 2 2 5 型式と6 6 6 3 型式が占め，この両者の組合せが大極殿後殿と回廊の軒瓦の主体

をなしていたことがわかる。大極殿院の性格を反映して土器の出土は極めて少ない。

まとめ今I I 1 l の調査の結果，大極殿院の規模・形式が明らかになるとともに，下噛の掘立柱

建物が－院を織成することが判明した。その規模・構成は上図に示すとおりである。造営時期

については，下〃1 の建物ＳＢ１００３４の柱抜取り穴から出土した平城宮Ⅲの土器と凝灰岩片が手

掛りとなる。これらは，ＳＢ１００３４の廃絶が天平末年から天平勝宝以降であり，凝灰岩を用いた

建物の造営もしくは廃絶に併行することを示す。ＳＢ１００３４は他の下層の建物より一時期遅れ

て造営された。またＳＢｌＯＯ３４と大極殿院とは，ＳＢ１００３４と大極殿ＳＢ９１４５の距離がやや近い

という難点があるが，併存の可能性がないわけではない。後殿ＳＢ１００００と' 剛i l j S C 9 1 4 4 には

基型外装の改作が認められる。以上の点から，次のように時期区分することができる。

Ａ１期下屑掘立住建物群の時期。造営時期は内裏南限の掘立柱塀ＳＡ７５９２とそれにとりつ

く南北塀ＳＡ７５９３の造営に併行し，和銅から養老年間にあたる。

Ａ２期掘立柱建物ＳＢ９１４１・l OO3 4 が造られる時期。

Ｂ期大極殿院の時期。大極殿院は，平城宮瓦編年の第１１期以降に造営され，奈良時代後半

から末期まで存続する。造営時期はＳＢ１００３４廃絶後とすれば天平勝宝年間以降，併存するな

らばそれ以前となり，S B 1 0 0 3 4 は大極殿院造常の末期，または改作の頃に廃絶することになる。

Ｃ期大極殿院廃絶後。ＳＢ１０００９や第1 1 3 次で検川した大概殿基娩上の建物ＳＢ９１５２が造

られる時期。ＳＢ１００３０はＢ期後半からＣ期にかけて存在する。

今回の調査によって，以上のような建物聯の構成とその変遷が明らかになったが，造営年代

の確定や大極殿院南側の様ﾎ 1 1 の究明など，今後に残された課題も少なくない。
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2 ．若犬養門（第1 3 3 次）の調査
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の調査地にかけての宮幽南部は水l H l l I f l l l , 卜の乱れがあり，秋篠川の氾溌による遺構の削平・流失

が危' 倶されたが，南面西' 1 1 1 ．南面大城を始めとして，汽内の池状遺構，二条大路とその南北の

側溝など，多数の遺脳を検出することができた。

遺構南面幽門ＳＢ１０２００の雅璃は醤しく削平されており，礎石・韮聴外装の痕跡は残って

いない。しかし基底部の柱位慨に平面' 1 」形の基礎地業があり，桁行５間，梁間２問，柱間1 7 尺

等間の５間門であることが判I ﾘ j した。円形基礎地災は７ｶ ﾙ ﾃ を確認した。径２．６～３ｍ，深さ

は雄も良く残るところで０．７ｍあり，内部を版築状につき問めている。門．大垣とその周辺部

では，まず一帯を埋めたて，次に大坦・門の棟通りにあたる部分を版築状の稜土で整地し，第

三段階でその北側と南側を造成するという手順を踏んでおり，１１｣ 形基礎地業のないＩ１ＷＩｉ北部で

は第三段階の盤地の過粍で部分的な版築による整地がなされている。円形基礎地業がすべての

柱位侭にないのはこうした整地のあり方によるのであろう。南i mi ﾉ I i l I I l の東北隅柾位磁の円形基

礎地業に重複して，それに先行するＬ字形の溝ＳＤ１０２１０を歩出した。ＳＢ１０２００の前身の門

の存在した可能性を示す遺描である。なお調査区内では，脇門の痕跡は認められなかった。
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子門) ，第1 2 2 次の南面東門（正生l 1 1 j ）の洲侮に引き統き，５６ｲ 1 畠度
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I i l 辺の調査を行なった。ｉﾉ I i I m南l i I j から今同
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第１３３次 ; 淵究造櫛側

Ａ

は南面四門( 若犬養門) とその１，

而

の調査も漸次進捗している。第1 5次のI ﾉ L i l m南' １１｣ ( 玉手門) ，第1６宮城門

次の南面I l 11 I I j ( 朱雀門) ，第25次のi ﾉ L i 面I I 11 I I j ( 佐伯l I U) ，節39次の束院入隅部



南面西門にとりつく大垣ＳＡ１２００は，門の西側で約ｌＯｍ分を検出したが，現在の水路のた

めに全幅は明らかにできなかった。北側の犬走りは幅約２ｍで，上面に版築の際の堰板を支え

る添柱の柱穴S S 1 0 2 4 6 がある。穴の間隔は0 . 4 ～1 . 3 ｍで一定せず, 一部には重複もみられる。

池状遺構ＳＧ１０２４０は調査区の西北隅で検出した東西2 2 ｍ，南北6 ～1 0 ｍ，深さ１．５ｍの地

状の過椛である。今回はその東南部分を検出した。旧秋篠川流路の窪地を利用したものとみら

れ，南岸に東西方行の２列の杭とシガラミＳＸ1 0 2 3 2 . 1 0 2 3 3 がある。南北溝ＳＤ１０２５０はこの

池状遺構から南面大垣を通って二条大路北側渉ＳＤ１２５０へ通ずる溝である。大垣位瞬の土層

によってその変遷をみると大きく５期に分けられる。まず宮造営前にこの位侭にあった河川を

改修して整え（Ｉ期) ，その後バラス混りの粘土で埋めたて第１次の暗渠とする( n 期) 。次いで

第１次の暗渠を取り払って開渠とし( Ⅲ期) ，また第１次の暗渠より高い位置に第２次の暗渠と

設ける( 1 V 期) 。潅底のところどころに残る長さ１，，幅約2 0 ｃｍの板は暗渠の台板と考えられ

る。その後再び暗渠を撤廃し，開渠となる( Ｖ期) ｏＳＤ１８２５０の北端，池状遺描ＳＧ１０２４０の

東端に６本の掘立柱からなるＳＸ１０２３０がある。すべて転用材を用いており，柱間や柱径は一

定していない。ＳＧ１０２４０からの水の流れを調節する樋の施設で，Ⅳ期のものと考えられる◎

南面西門ＳＢ１０２００の棟通りから南1 2 ｍで二条大路の北側溝ＳＤ１２５０，南4 8 . 8 ｍで南側溝

ＳＤ４００６を検出した。ＳＤ１２５０は東半部では幅３ｍ，深さ１．２ｍで，ＳＤ１０２５０との合流部以西

では幅１０ｍを越え，深さも１．５ｍになる。門の前面には北側溝をわたる橋ＳＸ１０２６０がある。

橋脚は掘立柱で，間口２間，奥行１間，柱間は８尺と1 2 尺である。南側溝ＳＤ４００６は幅６ｍ，

深さ０．７ｍ。両側溝の間が二条大路ＳＦ９４４０で，路面幅３２ｍ, 側溝心々 距離は３６．８ｍである。

遺物木簡は二条大路北側溝を中心に計約1 1 5 0 点が出土した。北側瀞ＳＤ１２５０出土の木簡

の中には「若犬廿門」のI 1 1 j 号を記した木簡１点を含んでいる。軒瓦は4 7 2 点で，大多数が平城

宮瓦編年の第１期に属し，他の宮城門・大垣の調査結果と同様である。土器は平城宮Ⅲ～Ｖに

属するものが多い。ほかに木製品として曲物・杓子・物差・桧扇・人形・削掛け・墨画面・斗

の雛形，金属製品として銭貨・帯金具・挫叩小札などがある。

まとめ今回の調査によって，西面南門とその周辺の遺構の概要とともに，宮造営にあたっ

て造成の状況などが明らかになった。南面中門( 朱雀門) 以外の宮城門で柱･ 位置が判明したのは

今回が初めてであり，南面西門の規模が５間２間，１７尺等間で，南面中門と同規模であり，四

面中門・西面南門・南面束門がいずれもその基塑規模から梁間1 5 尺２間と推定されているのと

異なることは注目される。また二条大路北側碑で出土した「若犬甘門」の記載をもつ木簡は，

南面西門の門号を示す直接の史料として亜要である。このほか池状遺構と二条大路北側溝を結

ぶ南北溝のように，旧地形を利川して宮内排水系路を設般している点も注目される。しかし，

池状遺構が，秋篠川の旧流路とどのように関連するのか，またそれが『続日本紀』に頻出する

｢ 南苑」や，天平宝字６年３月壬午条の「宮西南に於いて新たに池亭を造る」という記覗に対

応するものか否: かなど，今後に残された課題も少なくない。 （山岸常人）

－１０－




